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TTGAT TTTGG AGGGA TCTCG 
GGAGG CCCTC TTGTG TGTAA 
A甘 ACAGCGG GGGCT TAGTT 
CTATA CGGGA TTCCA GCTCC A 
CGCAG GAACC TTTGT GTGTC 
じたホルマザンの吸光度 (450nm)を測定した。
培養液中のIFN-)1測定
24穴プレートに、 DLD・1細胞を 3.5X 10.個
培養し付着させた後、同数のKHYG-1細胞 (105
個/ml)を加え、6時間培養後、上清を採取し、































PrimeScript ™ One Step RT-PCR Kit Ver.2 (タ
カラバイオ)の試薬およびプロトコルで施行し
た。PCR反応は、 940C: 30秒、 600C: 30秒、































































細胞 (Target)に対し、 加えた KHYG・1細胞















































|提14 l"'tfti!主"，のIFN-y iio DLD・1細胞、 KHYG・1

































































トの I!.~而に強く付才t していることに消 1::1 したた



































では、 グランザイム B、パ ー フォリンとも
GAPDHにl匹敵する発JLを必める。M:.分f-l，tマ
ーカ一、 G:GAPDH、gr:グラン-+fイム B、pf: 
パーフ ォ リ ン 、 pre: 共j;~~t lÌíI 、 pOSI : jtJei;1t 6 
I，¥後、bp:J孟J/.i対数。
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